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教育とは何か　第１回

教育と言語・思想（日本の国語科教育の視点から）
発表者：豊田　昂希

❐導入（国語科教育の過去）
○学制（1872：明治5）
当時、「国語」という教科は存在しなかった。
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○国語科の成立（1900：明治33）

小学校令施行規則（抄）　（←第三次小学校令）
「国語ハ普通ノ言語、日常須知ノ文字及（ビ）文章ヲ知ラシメ（、）正確ニ思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ(、)

兼テ智徳ヲ啓発するヲ以って要旨トス（以下略）。」
　◆普通ノ言語　　　　　…　「遍く通ず」　　←国民国家の成立・「国民」の育成。
　◆須知ノ文字及文章　　…　言語能力（形式教育註1）。
　◆正確ニ思想ヲ表彰　　…　言葉には必ず意味がある・文章には必ず意味がある（内容教育註1）。
★「日本語」ではなく「国語」である理由。
❐形式教育と内容教育
○形式教育

文法・綴り・読み・語彙・発音・会話など、手段・方法の習得。言語習得。

○内容教育

読解・内容把握（「読み」ではない）。記述内容の理解・要旨の把握能力。

　→他教科における学習も、これに含まれる（註2）。
◆形式教育と内容教育は二項対立構図ではない。
←読解（・対話）をするためには、言語習得が不可欠。　（e.g.）語彙の獲得・読み方の理解。
←形式教育には、記述内容の理解（・対話）が不可欠。　（e.g.）教科書記述の理解。
◆相補的・有機的な関係。国語科は、形式教育と内容教育とが一体となっている。

❐戦後教育とその諸問題
○戦後「民主化」教育と国語

　A.新領域の誕生
　　　GHQ、国語科の教育内容に「議論」の要素を取り入れていく（会話・対話ではない）。

　　　「話し言葉」の重視（←昭和10年代から主張されていた。西尾実・柳田国男）。
　　B.学力観の変化
　　　「知識偏重教育」からの脱却・自己学習力の習得を目指す（現行学習指導要領「生きる力」）。
　　　〔雑談〕問題解決学習（コア・カリキュラム）

　　　＜MEMO＞
	


　　

C.内容の「中立」化
　　　「修身」の廃止

教育現場にイデオロギーを持ち込まない。「内容教育の中立」が叫ばれる。

　　　→「国語」という名称の廃止（「日本語」に改称）案の登場。

　　　　(c.f.)小学校における外国語（英語）教育

　　　→脱「国家・国語」の流れ（PISAテスト）。脱イデオロギーではない。
　○問題提起（議論内容）
　　1.思想・イデオロギー・アイデンティティに関連して

A.「内容教育の中立」はありうるのか。中立とは何か。現状はどうか。
　　　B.「国語」か「日本語」か「それ以外」か。アイデンティティとイデオロギーについて。

　　　C.言語教育は果たして「形式教育」か。言語に内在する文化について。
　　2.教育内容・学習について
　　　A.形式教育の形式（教授方法）は変わらないのか。学力観の変化と合わせて。

　　　　学習の動機付け。特に文法・綴り・読みといった形式教育に対する動機付け。
B’.小学校における外国語（英語）教育について。
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